


























・施工前または施工後に行うＣ/Ｃ盤等の電源遮断や電源投入は監督員、

現場代理人等の立会いの下で行い、施工中であることを表示すること。 

・受注者が電源を用意して使用する場合は、電気主任技術者の承諾を受 

けること。移動型自家用発電機（10kW以上）を使用する場合は、経済 

産業省に届け出をすること。 

・枠組足場を設ける場合は、「手すり先行工法に関するガイドライン」 

（厚生労働省）によるものとし、足場の組立てについての種類、機材 

性能、使用方法等については「手すり先行工法による足場設置基準」 

によるものとする。 

・石綿（アスベスト）の恐れのある場所は確認を実施し、必要に応じて 

対策を行うこと。 

・高所及び地下における作業は、転落に十分注意し、必要な安全対策を 

講じる。特に送風機は常時稼働しているため、接触事故、巻き込まれ事

故には十分注意する。 

・酸素欠乏危険場所及び類似の危険場所においては、法令で定められた作

業主任者講習や特別教育修了者以外の者が業務につかないこと。また、

作業主任者を選任する。 

・作業中に異常があった場合は、直ちに作業を中断し監督員に連絡する。 

・有害ガスの飛散その他事故が発生した場合は、直ちに監督員に連絡する

とともに必要な応急措置を行う。 

・万が一事故が発生した場合に備え、緊急連絡体制を整えておくこと。 

・危険な作業範囲内には、立ち入らぬよう標識・バリケード等を設置し、

吊り荷重の確認を行い、作業に見合った適切なクレーン車等を用いて 

実施する。 

・施工にあたり発生する現場発生品は、受注者が適正に処分すること。 

・工事期間中は、工事用看板を設置する。 

・機器の選定は、既設と同等もしくはそれ以上の能力を有する物とする。 

・作業箇所である、送風機棟地下1階エアフィルター室内は騒音が非常に

大きいため、工事用耳栓を用意し、作業者の保護対策を十分に行う。 

 

７ 負担区分 

施工にあたり、次に掲げるもの以外の消耗品等は受注者の負担とする。

ただし、使用については取扱いに十分注意し、監督員の指示に従うも

のとする。 

・用水 

・試験用電源（AC100V-15A以下に限る） 

ただし、停電時、停電作業時等で発注者が電力を供給できない場合は、

受注者が発電機等を用意して実施する。 

・既設照明設備 

・その他、監督員が認めたもの 

 

８ 建設副産物情報交換システム（COBRIS）への入力等について 

受注者は、建設副産物の処分等に関し、建設副産物情報交換システ

（COBRIS）を用いて修繕完成後に再生資源利用（促進）実施書を作成し、    

監督員に提出すること。 

 

 

 




















